
　朴君愛さんは、在日に対する民族差別と闘う活動から、国際人権基準の普及をめざすヒ

ューライツ大阪で働くことになりました。部落解放教育や在日外国人教育の転換期をはさ

んで、森実とも日本の人権教育の在り方にいろんな議論を交わしてきました。たとえば

1990年代には、ニューヨークのセミナーでともに学び、多様性教育にも出合いました。

フィリピンでは民衆教育を学びました。

　それから30年。これまでの、そして現在の日本の人権教育をふりかえりながら、今回

は、朴君愛さんとODENの森実との対談というスタイルで、それぞれの拠って立つ立場か

ら学びの場で伝えたい人権とは何か、人権教育とは何かを語りあいます。

講
師か
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2025年 　   月 　  日

午後1時30分から4時30分まで

大阪市立浪速区民センター

日時

　  シリーズテーマ　　

“人権教育が危ない

               ピンチは　　　

            チャンスだ”

大阪府大阪市浪速区稲荷2-4-3

参加費：1,000円（当日現金払い） 申込締切：2025年11月10日（月曜日）

国際人権と国内人権
―あらためて人権ってナニ？

　人権教育ってナニ？
講師：朴君愛  

　　　森　実

３

会場

11  16 申込み方法

★二次元バーコードを

読み取り、メールフォ

ームから必ずお申込み

ください（未申込の方

は参加できません）

ODENオープン学習会

（日曜日）

さん（ヒューライツ大阪）

さん（ODEN）

＼ 自分から出発して、社会を変える。多様性教育の輪を広げよう ／


